
り
、
安
全
な
通
行
の
確
保
は
急

務
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
取
手
市

議
会
は
当
該
踏
切
へ
の
歩
道
設

置
を
強
く
要
望
す
る
。

市
内
踏
切
を
委
員
会
視
察

県
に
意
見
書
提
出

議
員
提
出
議
案

現在の藤代駅北口（上段）と整備後のイメージ図（下段）

陸前浜街道踏切を視察する委員

●
国
民
の
基
本
的
人
権
を
脅
か

す
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
改
正

案
」（「
共
謀
罪
」）
の
廃
案
を

求
め
る
意
見
書
…
否
決

〔
提
出
者
〕
関
戸
議
員
他
１
人

齋
藤
議
員
…
東
京
オ
リ
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
等
、
世
界
が
注
目

す
る
国
際
大
会
を
テ
ロ
の
標
的

に
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
テ
ロ

等
準
備
罪
法
案
は
国
際
組
織
犯

罪
防
止
条
約
の
締
結
に
必
要
な

国
内
法
の
整
備
。
テ
ロ
等
、
国

際
的
な
組
織
犯
罪
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
は
、
国
際
社
会

の
協
力
が
不
可
欠
。
成
熟
し
た

も
い
わ
れ
て
お
り
、
国
民
の
反

対
で
３
回
も
廃
案
に
な
っ
た
法

案
。
国
会
の
質
疑
で
も
矛
盾
や

危
険
性
は
明
ら
か
。
賛
成
。

●
森
友
・
加
計
学
園
疑
惑
に
つ

い
て
の
真
相
の
徹
底
解
明
を
求

め
る
意
見
書
…
否
決

〔
提
出
者
〕
加か

ぞ

う増
議
員
他
１
人

関
戸
議
員
…
国
民
共
有
の
財
産

を
格
安
で
売
り
払
う
重
大
な
問

題
。
岩
盤
規
制
を
打
ち
砕
く
規

制
改
革
と
言
い
な
が
ら
、
加
計

学
園
の
み
が
合
格
す
る
よ
う
に

仕
向
け
た
経
過
は
、
都
合
の
い

い
よ
う
に
定
め
た
規
制
。
政
治

の
私
物
化
と
言
え
る
疑
惑
で
あ

り
、
真
相
の
解
明
を
求
め
る
の

は
当
然
の
こ
と
。
賛
成
。

●
い
じ
め
に
よ
る「
重
大
事
態
」

に
関
す
る
決
議
…
否
決

〔
決
議
案
の
概
要
〕

市
長
・
教
育
委
員
会
が
「
い
じ

め
に
よ
る
自
死
・
重
大
事
態
」

と
認
め
ず
に
第
三
者
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
。
議
会
は
こ
れ
を

看
過
し
て
き
た
こ
と
を
反
省
し
、

議
会
に
よ
る
事
態
解
明
、
今
後

の
教
育
の
あ
り
方
等
、
い
じ
め

の
な
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
を
決
意
す
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕
遠
山
議
員
他
１
人

小
池
議
員
…
一
議
員
と
し
て
の

役
割
が
十
分
に
果
た
せ
な
か
っ

た
こ
と
を
深
く
反
省
。
反
省
と

後
悔
を
繰
り
返
し
な
が
ら
事
実

と
向
き
合
い
、
真
実
を
真し

ん

し摯
に

受
け
止
め
、
努
力
を
惜
し
ま
ず

に
進
ん
で
い
く
。
賛
成
。

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
で
採

択
さ
れ
た
「
踏
切
の
危
険
個
所

に
関
す
る
陳
情
」
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
状
況
を
確
認
す
る
た

め
、
該
当
す
る
市
内
踏
切
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
道
部
分
の
「
落お

と

し
踏
切
」

は
、
カ
ラ
ー
舗
装
に
よ
り
歩
行

者
通
行
部
分
の
明
示
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
県
道
部
分

の
「
陸
前
浜
街
道
踏
切
」
は
、

改
善
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
大

変
危
険
な
状
況
の
ま
ま
で
あ
る

こ
と
を
視
察
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

建
設
部
か
ら
毎
年
度
、
県
に

対
し
て
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
状
況
を
踏
ま

え
、
議
会
と
し
て
意
見
書
案
を

作
成
し
、
本
会
議
に
上
程
。
最

終
日
の
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
、
県
知
事
に
対
し
、

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
議

会
で
は
、
今
後
の
対
応
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

〔
意
見
書
の
概
要
〕

　

陸
前
浜
街
道
踏
切
は
歩
道
が

な
く
、
歩
行
者
や
自
転
車
に

と
っ
て
非
常
に
危
険
な
状
態
で

あ
る
。
ま
た
、
近
隣
小
中
学
校

の
通
学
路
に
も
指
定
さ
れ
て
お

　

市
の
議
員
も
、
定
例
会
の
開

催
中
で
な
い
と
き
や
、
閉
会
中

に
委
員
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て

い
な
い
と
き
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
議
員
活
動
を
地
域
で
行
っ
た

り
、
自
己
研
さ
ん
を
積
む
研
修

に
参
加
し
た
り
、
先
進
地
へ
赴

き
視
察
し
た
り
と
、
活
動
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
写
真
は
、
市
の

議
会
棟
で
議
員
が
閉
会
中
に

行
っ
た
研
修
の
一
こ
ま
で
す
。

　

講
師
は
議
会
事
務
局
職
員
。

４
月
に
市
の
財
政
課
と
市
民
課

か
ら
異
動
し
て
き
た
ば
か
り
で

し
た
が
、
前
の
職
場
の
知
識
を 

生
か
し
た
講
義
を
し
て
ほ
し
い

と
、
こ
の
日
は
会
派
か
ら
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
別
の
日

に
は
、
議
会
改
革
や
質
問
力
に

つ
い
て
学
び
た
い
と
、
近
隣
市

の
議
員
も
交
え
た
研
修
会
に
お

声
が
掛
か
り
ま
し
た
。

　

講
師
と
な
っ
た
職
員
は
市
の

財
政
の
読
み
解
き
方
や
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
資
料

な
ど
を
用
意
し
て
説
明
。
議
員

か
ら
の
熱
心
な
質
疑
に
丁
寧
に

答
え
、
研
修
内
容
へ
の
理
解
が

よ
り
一
層
深
ま
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
講
師
を
務
め
た
職
員

は
「
緊
張
し
ま
し
た
が
、
お
役

に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

民
主
主
義
と
司
法
手
続
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
に
よ
る
監
視
が
行
き

届
い
て
い
る
現
在
、
治
安
維
持

法
と
同
等
の
問
題
が
生
じ
る
可

能
性
は
皆
無
と
考
え
る
。
反
対
。

岩
澤
議
員
…
テ
ロ
を
含
む
組
織

犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
の
締

結
は
急
務
。
犯
罪
の
実
行
準
備

行
為
が
あ
っ
て
初
め
て
処
罰
の

対
象
に
な
る
こ
と
や
、
一
般
の

人
が
処
罰
の
対
象
に
な
ら
な
い

こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
反
対
。

小
池
議
員
…
憲
法
は
、
思
想
、

内
心
、
表
現
の
自
由
を
保
障
し

て
お
り
、
今
の
法
律
は
相
談
や

計
画
を
罪
の
対
象
に
は
し
て
い

な
い
。
こ
の
大
原
則
を
覆
す
共

謀
罪
で
あ
り
、
憲
法
違
反
。

　
「
現
代
版
治
安
維
持
法
」
と

意
　
見
　
書

決
　
　
議

議
員
の
研
修
に
職
員
も
尽
力
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